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筆者は 2016 年の春学期に SEND（Student Exchange Nippon Discovery）プログラ










ワン大学（以下 NU）に派遣され、同大学人文社会学部で 15 日間の日本語教育実践を行っ





















部生 3 名の計 4 名であった。所属や学年を超え、学部生と院生による混合チームで研修を
行い、具体的な活動の内容については、この派遣メンバーが主体的に企画・運営する点が





















2016 年 8 月 29 日から 2016 年 9 月 9 日の 13 日間にわたり、筆者らはタイの学習者と
協働で 7 回の文化活動を行った。本章では、文化活動の構成を紹介し、その中からイメー
ジの変化と直接関係しているマインドツリー 2 活動に絞って紹介する。 
3.1 文化活動の構成 
「イメージ・チェンジ」は下記 7 回の文化活動からなる。第 1 回と第 7 回は活動の導入
と振り返りと位置付け、ステレオタイプの緩和を可視化するために、マインドツリーを導
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表 1 文化活動の構成 
日付 テーマ 活動内容 
1 回目 マインドツリー① 日本人とタイ人の相互のイメージを確認する 
2 回目 物作り 日本のタイの民芸品を作る 
3 回目 歌詞作り みんなで歌の歌詞を作る 
4 回目 踊り 日本の盆踊りとタイのタイダンスを踊る 
5 回目 曲作り みんなで作った歌を練習する 
6 回目 私たちの夏祭り 第 2 回から第 5 回の活動の発表会 
7 回目 マインドツリー② 日本人とタイ人の相互のイメージを再確認する 
3.2 マインドツリー活動 
文化活動において、ステレオタイプの緩和を可視化するため、最初の第 1 回と最後の第










図 1 マインドツリー 



















表 2 イメージの変化（抜粋） 












































































 3 本稿のコメントはすべて原文ママである。 
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